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人工炭酸泉のご紹介
（スパークリングセラピー）

Spark ring therapy



人工炭酸泉スパークリングセラピー

とは？

お風呂のお湯に炭酸ガスを人工的に溶け込ませたもので

天然炭酸温泉では大分県の長湯温泉が有名です。

この炭酸泉が何故に健康維持促進に効果的と言われるのか？

炭酸泉に入浴すると、皮膚に近い毛細血管等に炭酸ガスが取り込まれ、

脳が酸素欠乏と判断、もっと酸素を体内に運べるように毛細血管を広げ

血流循環量を増やす動きとなる・・その結果

１、動脈硬化、心臓病、循環器系疾患の緩和

２、糖尿病、神経痛、リウマチ症状の緩和

３、冷え性、高血圧、肩凝り、血行障害の緩和

４、末梢神経、毛細血管が刺激され、皮膚疾患の改善と美肌効果

５、乳酸排出促進、筋肉疲労の緩和とケガの予防



人工炭酸泉スパークリングセラピー
の応用例

 1・医療現場（閉塞性動脈硬化症の緩和）

 2・介護福祉施設（床ずれの緩和）

 3・アスリート&スポーツジム（筋肉疲労の改善）

 4・健康ランド（リラックス効果）

 5・エステティックサロン（美肌効果）

 6・ヘアーサロン（頭皮ケア）

 7・ぺットケア（防臭、毛つや改善）



人工炭酸泉の入浴方法

冬場の普通の入浴は40℃程度が適温と言われますが、炭酸泉の

場合は血管拡張、血流増加により低めの温度でも体が温まり

やすいので36～38℃で15～20分前後の入浴がお勧めです。

炭酸泉は時間の経過と共に濃度が薄れて効果が低下します。

入浴中はなるべく静かにゆったりと入浴し、次の人との間を

置かずに入浴することをお勧めします。

もし、最初の炭酸泉製造から、時間が経過した場合や子供等の

入浴中に湯船で遊んだ場合は、追い炊きをした後、再度本装置

で炭酸泉を作り直す事をお勧めします。



＊炭酸ガスは付属しておりません
別途手配となります。

人工炭酸泉スパークリングセラピー

システム構造図

設置工事等は一切不要です。
（炭酸ガス消費量/200ℓ/約0.4ｋｇ＝７㎏ボンベで約25回炭酸泉が作れます）



人工炭酸泉スパークリングセラピー
製品仕様及び特徴



人工炭酸泉スパークリングセラピーのエコサイクル効果

人工炭酸泉を作るのに欠かせない炭酸ガス(CO2)は
地球温暖化の問題で話題になっている事は事実であります。

炭酸ガスを放出して、地球温暖化を推進しているように思える
かも知れませんが、そうではありません。

炭酸ガスは火力発電所や工場施設から排出される炭酸ガスを
回収再利用しております。

本来、大気中に放出される炭酸ガスを炭酸泉に利用すれば
お湯に溶け込んだまま排水され、水中植物が炭酸ガスを吸収し
酸素を吐き出してくれます。

つまり、人工炭酸泉は地球環境にやさしく、人の心身を癒してくれるまさに
理想的な製品であり、本装置「スパークリングセラピー」をご使用になる
ことで、ご家庭でもお気軽に本格的な炭酸温浴をお楽しみ頂けます。


